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Ｄｉｆｆｅｒｅ 耐五 揃 ｏｎ ｏｆ ｍｙｏｃ－ｏｍｉｃ ｓｅｉｚｕ 鵬ｓｉｎ ｅｐｉｌｅｐｔｉｃ ｓｙｎｄｒｏｍｅｓ： Ａ ｖｉ沮ｅｏ・Ｐｏ１ｙｇｒａ 批 三ｃ

ｓｔｕｄｙ ｏｆ ２６ ｐａｔｉｅｎｔｓ

（異 な っ た て ん か ん 症 候 群 に お け る ミ オ ク１コ ニ ー 発 作 の 差 異 ： ビ デ オ ・ ポ■ノ グ ラ フ に よ

る２６愚者の検討）

Ｅが１ｅｐｓｉａ 投 稿 中

（主査） 教授 大澤真木子

（副査） 教授 堀 智 勝
，

川上 頗子

論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

ミ オ ク ロ ニ ー 発 作 （ＭＳ） は
，

乳 凋 良 性 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん （ＢＭＥ）， 特 発 性 ミ オ ク ロ ニ ー 失 立 発 作 て ん か ん

（ＩＥ ＭＡＳ）
，

重 症 乳 児 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん （ＳＭＥ）
，

若 年 性 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん （ＪＭＥ） な ど 特 異 な ミ オ ク ロ

ニーてんかん症 候群の中核発作症 状とさ机る． しかし
，

ＭＳそのものの研究のみならず各症侯群の ＭＳ に対する臨

床 研 究 は 乏 し い． 今 回
，

ビ デ オ ・ ポ リ グ ラ フ を 用 い て ＭＳ を 解 析 し
，

各 症 候 群 で の 相 違 に つ い て 検 討 し た
．

〔対象および方法〕

当 院 に て ビ デ オ ・ ポ リ グ ラ フ で 記 録 し 克 た ＭＳ を 後 方 視 的 に 検 討 し た
．

診 療 録 よ り，
性 別，

症 候 群 分 類， ＭＳ

初 発 月 齢 を 確 認 し た． 脳 波 は 日 本 光 電 ま た は Ｂ１ｏ１ｏｇ１ｃｇ０００ を 用 い て １０～２０ 法 で 記 録 し た
、

表 面 筋 電 図 は 胸 鎖 乳 突

筋
，

僧 帽 筋
，

三 角 筋 に 装 着 し， 時 に 上 下 肢 や 体 幹 に も 装 着 し た．
ビ デ オ は 可 能 な 限 り 立 位 ・ 座 位 ・ 臥 位 で 記 録 し

，

後 に コ マ 送 り に て ＭＳ 時 の 優 位 筋 群
，

姿 勢 変 化 に つ い て 検 討 し た
．

ま た ポ リ グ ラ フ に て ＭＳ 時 脳 波 周 波 数 と 筋 放

電 持 続 時 間 を 計損劃し た、 対 象 は ２６（男 性 １５
，

女 性 １１）例 で
，

て ん か ん 症 侯 群 分 類 は そ れ ぞ れ ＢＭＥ１０
，

ＩＥ ＭＡＳ迅
，

ＳＭ Ｅ ６
，

ＪＭ Ｅ ６ 例 で あ っ た
、

〔結果〕

ビ デ オ ・ ポ リ グ ラ フ に て ＭＳ を 計 ５５０ 発 作 確 認 し た． ＭＳ 優 位 筋 （発 作） は 頭 頸 部 ４４
，

体 幹 １９７，
上 肢 ３０９（近 位

筋 ２！６， 遠 位 筋 ９３） で， 姿 勢 変 化（発 作） は 屈 曲 ２堪７，伸 展 ２８２，判 定 不 能 雀２ で あ っ た． 周 波 数 は ２６７ 発 作 を 検 討 し
，

Ｏ
．
６７～４

．
３Ｈｚ で あ っ た

．
筋 放 電 持 続 時 間 は ２蝸 発 作 を 検 討 し

， ３３～１，
１丞３狐ｓ で あ っ た

． ＭＳ 初 発 月 齢 は ５～１９２ （申

央 値 ３α５） ヵ 月 で あ り
，

中 央 値 は ＢＭＥ３０
，

ＩＥＭＡＳ３５
，

ＳＭＥ８
， ＪＭＥ１６７ ヵ 月 で あ っ た

．
ビ デ オ ・ ポ リ グ ラ フ に

て
，

優 位 筋 は Ｂ ＭＥ 上 肢 近 位 群 （５５％）
，

ＩＥＭ ＡＳ 体 幹 （５ユ％） と 上 肢 近 位 群 （座２％）
，

ＳＭＥＩ 体 幹 （５３％）
， ＪＭＥ

上 肢 遠 位 群 （４０％） で あ っ た
． 姿 勢 変 化 は ＢＭ亘 屈 曲 （６８％）， ＩＥ ＭＡＳ 屈 曲 （５６％） と 伸 展 （４４％）

，
ＳＭＥ 伸 疑

（７５％）
， ＪＭＥ 傭 展 （６０％）が 優 位 で あ っ た． 周 波 数 申 央 値 は ＢＭＥ１

，５，
ＩＥＭ ＡＳ１３， ＳＭＥ３２， ＪＭＥ ３１Ｈｚ で あ り，

筋 放 電 持 続 時 間 中 央 値 は ＢＭＥ３４５
，

ＩＥＭＡＳ５８７
，

ＳＭＥ ８１
， ＪＭＥ６５葛ａｓ で あ っ た，

〔考察〕

ＢＭＥ とＩＥＭＡＳは発症年 齢や周波数が類似 しており
，

ＭＳ発生に共通の禰経生理学的機序 が示唆され
，

発作強

度の違い卯失立の有無 に関係する と考克 られた． また， ＳＭＥとＪＭＥ では周波数と筋 放電持続時間が類似してお

り
，

ま た 周 波 数 ３Ｈｚ で あ る こ と か ら 遺 伝 素 因 の 存 在 が 示 唆 さ れ た
、

〔結論〕

ＭＳを中核 に持つ特異てんかん症候群は ＭＳ症状や発作時脳波所見 に差異や共通性があり， 各々の特徴はミオ

ー１２ぴ÷



４５

クロニーてんかん症候群の 鑑別診断や分類 に厳用可能と考完られた．

論 文 審 査 の 要 旨

ミ オ ク 皿 二 一 発 作 （ＭＳ） は
， 乳 娼 良 性 ミ オ ク ロ ニ ー で ん か ん （ＢＭＥ）， 鋳 発 性 ミ オ ク ロ ニ ー 失 立 発 作 て ん か ん

（硯 Ｍ ＡＳ）
，

重 症 乳 娼 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん （ＳＭＥ）
，

若 年 性 ミ オ ク 日 二 一 て ん か ん （Ｊ棚 Ｅ） な ど 特 異 な ミ オ ク ロ

ニ ー て ん か ん 症 侯 群 の 申 核 発 作 症 状 で あ る が， そ の 臨 床 研 究 は 乏 し い． 本 研 究 で は
，

後 方 槻 酌 に ビ デ オ ・ ポ リ グ

ラ フ を 用 い ＭＳ を 計 ５５０ 発 作 で 確 認 し
，

棚Ｓ 優 位 筋
，

姿 勢 変 化
，

周 波 数
，

筋 放 電 持 続 時 間 を 解 析 し
，

各 症 候 群 で 検

討 した． Ｂ棚Ｅ とＩＥＭＡＳは発症年齢や周波数が類 似し
，

棚Ｓ発生に共通の神経生理学的機序が示唆さ れ，
発作強

度の違いが失立の有無に関係すると推測さ れた
． ＳＭＥ とＪ泌Ｅ では周 波数と筋放電祷続時間が類似 し

，
周波 数が

３亘ｚであることから遺伝素 因の存在が示唆さ れた
．

以上
，ＭｌＳを中核に持つ特異てんかん症侯群における ＭＳ症状

や発作 時脳波所昆の特徴を関らかにした． 各特徴はミオクロニーてんかん症侯群の鑑別診断や分類に麻用可能で

あ る
．
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（潔リ グラフを用 いた早産児の座位姿勢の呼吸への影響に関する研究）

Ｊｏ蛆 むａ１ｏｆＰｅ 曲 ａｔａ１ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 投 稿 中

（主査） 教授 大澤真木子

（副査） 教授 太田 樽明，
尾騎 眞

論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

早産娼 では
，

乳児期 早期 は全身の未熟性や蹄合併症等による低酸素菰症への配慮が必要 である．
一方， 乗用車

移動の際の乳児に対するカーシート使用カミ義務化され
，

早産娼といえども乳児早期から座位をとらせる必要 が生

じ
、

座 位による呼吸への影響が危倶される． 本研究では仰 臥位から座位への姿勢変化の呼吸に対する影響を検討

し た
、

〔対象 と方法〕

対 象 は， 保 護 者 か ら イ ン フ ヵ 一 ム ド コ ン セ ン ト を 得 た 在 胎 ２４～３６（平 均 ３０．３） 週 出 生 の 早 産 児 ６５ 名 と し た． 出

生 後 状 態 が 安 定 し た 時 期 に 脳 波
，

筋 電 図
，

心 電 図
，

胸 郭 呼 吸 運 動
， 鼻 呼 吸 流， ＳｐＯ・ を 仰 臥 位 で ３０ 分 以 上 測 定 し 異

常 が な い の を 確 認 後
，

カ ー シ ー ト を 用 い た 座 位 で 同 様 に 計 測 し た（測 定 時 修 正 週 数 ３７～４６ 週
，

平 均 測 定 時 ヨ 齢 ６雀．４

日）、 ＳｐＯ。値 が 仰 臥 位 酵 か ら ５％ 以 上 低 下 し た 場 合 を ｄｅｓａｔｕｒａｔｉ㎝ （ＤＳ） と し
，

ＤＳ を 来 し た 症 例 （Ｄ 群） の 臨 床

的背景 （出生時在胎週数・ 体重
，

検査時修正週数
， アプガースコア，

人工呼 吸管理の有無等） やその際の呼 吸パ

ターン １非閉塞鮭 （多呼吸
，

周期性呼汲
，

不規劉 呼吸の３種類） と闇塞性１
，

ＤＳ 発現様式 １３０秒以内に回復する

Ｅ （ｅがｓｏｄｉｃ） 型
， ３０ 秒 以 上 低 下 が 遷 延 す る Ｐ （ｐｒｏ 腕 ｃｔｅｄ） 型， 徐 々 に 像 下 す る Ｇ （ｇｒａｄｉｅ航） 劉 を 検 討 し た．

（結果〕

６５名申 Ｄ 群は１８例で
，
Ｄ 群に特徴的な臨床的背景因予と しては出生時在殆週数が３０週以煎や測定蒔修正週数
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